
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学校だより 第７号 

 宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学校（令和３年９月１７日発行） 

・栃木県に対する緊急事態宣言の期間が延長されたことに伴い、今月いっぱい短縮

日課となります。10月以降については改めてお知らせします。 

・9/21(火)は月曜日課です。下校時刻が変更になる学年・学級がありますので御留

意ください。 

・10/１(金)第１学期終業式、10/11(月)第２学期始業式の下校時刻を変更します。 

  小学部１１：２０  中学部１１：２５  高等部１１：３０ 

・10/4(月)～8(金)は学期間休業です。 緊急連絡先(夜間・休日)028-643-1481 

・10/20(水)引き渡し訓練は全員参加ですので、御協力願います。 

 にぎやかに鳴いていた蝉の声が、いつの間にか美しい虫の声に変わっています。正門の金木

犀・銀木犀の香りも漂い始め、日に日に秋の気配が感じられるようになってきました。 

令和３年度の第１学期も残すところあと２週間となりました。夏休み明けからは緊急事態宣

言の対象地域となり、一段と制約の多い学校生活となりましたが、笑顔を絶やさず前向きに頑

張る子どもたちの姿がありました。急遽延期された行事等は、感染状況を見計らいながら２学

期に実施する予定です。また、運動会も10月に控えています。ますます充実した学校生活を送

ることができますよう、保護者の皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

発行：宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学校 （℡６２１－３８７１ 学校だより担当：教務主任） 

お知らせ

 詳しくは通知で 

ご確認ください 

食生活（くらし分野） 

 ３年生の「一日の献立を考えよう」の授業では、これまでに学ん

だ栄養素や三色食品群などの知識を活かして、三食分の献立を立て

る学習に取り組みました。栄養のバランスだけでなく、食材の彩り

を考えることや旬の食材を取り入れることなど、食生活をより豊か

にするために必要な知識についても学ぶことができました。２年生

は食品や調理器具に関する安全・衛生について、１年生は冷凍食品

やレトルト食品などの簡単な調理について学びました。 

主体的に豊かな社会生活を送るために… 

 

「生活学習」とは、実生活に関わる課題をテーマとして、体験的な活動を通して、家庭生活

や社会生活に必要な知識・技能についての習得を図るとともに、実践的な態度を育てていく学

習の形態です。小学部から高等部まですべての学年で設定されており、多岐にわたる学習内容

を系統的・発展的に学んでいます。高等部では、家庭生活・社会生活にかかわる『くらし』、

生命や生活設計にかかわる『生きる』、集団参加にかかわる『行事』の３つの分野で構成し、

年間を通じて計画的に学習を進めています。９月は「食生活」「性に関すること」についての

学習を行いました。 

性に関すること（生きる分野） 

 ２グループに分かれ、人との関わり方について学びました。マナ

ーやルールといった知識だけでなく、自分の気持ちや相手の気持ち

にも目を向け、互いに気持ちの良い関係を築けるようにすることを

目指しています。Ａグループでは、〇×クイズ形式でマナー等を確

認した後、２人組でロールプレイをしました。Ｂグループでは感謝

の気持ちを込めたプレゼントを思い思いに作りました。 

本校で展開される教育活動は、そのすべてが「子どもたち一人一人が主体的に豊かな社会生活を

送ること」を目指しています。今回は、高等部「生活学習」の授業を紹介します。 


